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令和7年3月15日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：竹ヶ原　真太朗
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＜連絡事項＞
　なし

＜入室状況＞
【入院】
・平戸　一華様～東病棟Bユニット1号室へ任意入院となる。
・洞内　様～東病棟Aユニット9号室へ医療保護入院となる。

【ユニット移動】
・北村　奈美様～東病棟Aユニット9号室→東病棟Cユニット6号室
・西舘　ミネ様～東病棟Cユニット6号室→東病棟Dユニット17号室
・佐伯　るり子様～東病棟Bユニット1号室→東病棟合併症室

＜患者様連絡事項＞
・新山　ニガ様～15：10導尿以降の排尿50ml、腹部緊満持続し朝食数口のみ摂取。田名部Drへ上記内容報告し、本日膀胱留置カテーテル挿入指示、追加ヴィーンD輸液500ml　1本/日　4日分処方あり。
・長岡　明美様～主治医よりライゾデグ配合注フレックスタッチ300単位 　1キット処方あり。

・赤石　陽介様～主治医より疼痛時ポンタールカプセル250mg　 1カプセル 処方あり。

・田村　智美様～弘大に転院お断りされたとのこと。岩手医大の空きを引き続き待つような形でいいか確認をお願いします。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室、私物弄りあり、はやめに開放観察終了している。自室内では静穏。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10:00～16:00の開放観察実施。妄想言動あるも不穏・興奮には至らず。問題行動なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・三浦　みよ子様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。気分高揚さあるも不穏・興奮、他患トラトラブルには至らず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和7年3月15日　13：53
　氏　　名：平戸　一華様（ひらと　いちか）様
　生年月日：平成18年8月18日(18歳)
　病　　名：適応障害
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
　＜経過＞
　八戸高等専門学校3年生で学生寮で生活していた。小学生の時
　から人間関係が原因で死にたいという希死念慮があったが、母親
　としてはそれほど切迫性は感じていなかった。幻聴のような体験
　はなかったが、周囲の人が話している所を見ると、自分の悪口を
　言われているのではないかと考えることが多かった。部屋の片づ
　けはできず、落ち着きのなさを感じることもあった。令和6年9月
　頃から、部活(ロボコン)の大会に向けて頑張っていたが疲労感が
　出現し、不眠症状が続いていた。部活のストレスなどもあり、自
　宅にあるロープなどをみて企図行為（本人の部屋にロープがある
　のを発見をかける）もあり、本人が精神科受診を希望しR6.12.25
　初診。抗不安薬が処方となったが、酔った感覚と行動したことを
　忘れることがあったため自己中断していた。R7.1.21 学生寮で過
　量服薬があり、嘔吐や呂律不良、ふらつきがあり、自宅にて様子
　をみていた。翌22日当院受診。市販の安定剤やレスタミン、ブロ
　ン、ナロンエース、メジコンなどが部屋にあり、R6.9月頃から毎
　日服用していた。その後も自宅で生活をし、学校には通っていた
　が、R7.2.26母が当院へ来院され、薬を購入していることや毛糸
　で紐を作っていることがあり、学校でも入院を勧められ、母も
　入院を希望していることから、本日当院入院となっている。

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和7年3月15日　15：40
　氏　　名：洞内 美恵子（ほらない　みえこ）様
　生年月日：昭和42年3月17日(57歳)
　病　　名：知的障害
　性　　別：女性
　主 治 医：小松Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　青森県にて出生し同胞３名中第２子。成長発達については不詳。幼少期はてんかん
　を指摘されたとのことだが投薬を受けていたかも不明。5歳頃、両親が離婚し父に　
　療育されたが小中学校も通学はしていなかったとのこと。小学校高学年から母が連
　れ出し、はっこう学園に入所。その後、さつき寮に移り、成人からあかしや寮、の
　ぞみ園など移り、2007年頃から母と二人暮らしをしていた。時期不詳だがのぞみ園
　入所中から湊病院へ通院開始。おそらく興奮などがあったとのこと。母への暴力な
　どあり同院に3回入院歴あり、最終は令和6年12月4日の医療保護入院で令和7年
3月3日退院となる。母が高齢になり自宅でのサポートが困難となり、令和5年頃に
GHぽらんに入所していたが、暴言暴力、自傷他害行為が目立ちGHスタッフでの対応が
[bookmark: _GoBack]困難となり、令和7年3月15日救急外来で当院へ初診。診察にて入院必要と判断され、
　同日当院へ医療保護入院となる。
